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消費者行動の地域連関分析

吉　村 弘

1　はしがき

　消費者は各種の消費財を自分の常住する地域で購入するばかりでなく，そ

の付近の他の地域からも購入している。このことを消費財供給者（小売業）

の側からみれば，小売業者は消費財を自分の事業所のある地域だけでなく，

他地域の消費者へも販売しているといってもよい。このように消費者行動は

地域的な結びつきをもっているが，その結びつきは，消費額に占めるウエー

トからみても，また地域的広がりの点からみても，近年急速に拡大し，重要

性を増してきた。

　これを反映して，消費者行動の地域的連関の態様を把握する必要がしばし

ば生じてきているにもかかわらず，その具体的な方法はいまだ確立されてい

ないように思われる。そこで，本稿は，消費者行動の地域的連関について，

それを利用可能なデータから具体的に把握する方法を提示し，併せて，その

方法を適用したケース・スタディを示そうとするものである。

2　利用可能な資料と入手しうる情報

　消費者行動の地域的連関を把握するために利用可能な資料は種々あるが，

それらはいずれも異なった目的のために作成されたものであるから，どれも，

1つだけでは地域連関を把握するための十分な情報を与えるものではない。

（イ）まず需要（購入）の側からみると主要なものとして次のような資料が

ある。
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　　総理府『家計調査』

　　農林水産省『農家経済調査報告』，『農家生計費統計』

　　経済企画庁『国民経済計算年報』，『国民所得統計年報』，『県民所得統計』，

　　都道府県『県民所得統計』，『市町村民所得統計』

　　市町村『市町村民所得統計』

　これらの資料は，地域の消費者の消費総額ないし品目別消費額を推計する

のに役立つが，これによって，その消費財をどの地域から購入したかを把握

することはできない。

（ロ）他方，供給（販売）の側からみると，

　　通商産業省『商業統計調査』

より，小売商品販売額という形で，消費財の供給総額および品目別供給額を

知ることができる。しかし，これもそれら消費財がどの地域に販売されたも

のかを明らかにするものではない。

（ハ）以上の資料は，もともと地域間の取引を把握しようと意図されて作成

されたものではない。これに対して，主に地域間の消費者行動をとらえるた

めに企画されたものとして，

　　『買物動向調査』

などがある。これは，消費財の地域別購入「割合」を示しているので，貴重

な情報を提供してくれるが，しかしこれから直ちに地域別購入「額」を知る

ことはできない。なぜなら，消費財の地域別購入額の総額（品目別にせよ，

すべての品目を合計したものにせよ）を示す資料がないからである。なるほ

ど，さきに述べた『家計調査』等から消費額を知ることができるが，その消

費額をすぐに購入額と同一視することはできないからである。

（二）　以上の資料と，それより入手しうる情報を一覧表にしたのが表1で

　　ある。

　これより，消費者行動の地域連関を把握する方法として次の2つが考えら

れる。

　1．買物動向調査と商業統計調査を結合する方法
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2．買物動向調査と家計調査・所得統計を結合する方法

以下ではこれらを順次考察しよう。

表1　資料と入手可能な情報

　　　（○印は入手可能を示す）

（47）－47一

　　　　情報資料

地域別購入割合 消費額 販売額

買物動向調査 ○

家計調査 ○

所得統計 ○

商業統計調査 ○

　　3　消費者行動の地域連関分析（その1一買物動向調査と商業統計調

　　　　査の結合）

（イ）理論的フレームワーク

　Sごゴブ地域の消費者（買手）のi地域の小売店（売手）からの購入額

　　　　n
　S・＝ΣSf5　i地域の小売店の販売総額
　　　ゴ＝l

　　　　n　E」　＝ΣSf，ノ地域の消費者の購入総額
　　　i＝1

　以上のように記号を定義すると，消費者行動の地域連関表は表2のように

表わされる。

　ここで，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　消費者行動の地域連関表

　　　砺；Sfゴ／Eノ

とすると，砺はブ地域の消費者の購

入額のうちi地域の小売店から購入す

る割合を示す。これを「消費者行動の

地域連関係数」とよぶことにする。こ

れより，表2の連関表の列和・行和の

地　　　域

1　　2　…　　η
計

地
　域

Sl1　S12　…　51。

S21　522　…　S2。

5。15。2…　5。。

S1

52

sπ

計 EI　E2　…　E。
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条件は次のように表わされる。

　　ijiJ禾日　　　　α1ゴートα2，十。・・－F　an」＝1　　　　　　（ブ＝1，2，・。。，　n）

　　行和　伽E・＋a・2E・＋…＋a・・En＝Sl　（i＝1，2，…，　n）

　ここで，

A＝ ［総iii刎

とおくと，さきの行和の条件は

、4E＝s

E＝ s＝ 圏

となる。

　さて，買物動向調査よりAを，また商業統計調査よりSを知ることができ

るので，Aの逆行列が存在するなら，

E＝A’is

として，購入額Eを求めることができる8｝これより，

s，ゴ＝αfゴEゴ

として地域別購入額Sガを求め，よって表2に示した「消費者行動の地域連関

表」を作成することができる。

（ロ）ケース・スタディ（その1一飲食料品）

　以上の方法を山口県内の大島郡4町に適用した結果を次に示す。

　AとSのデータは，

　　A……山口県商工指導センター『山口県買物動向調査報告書，51年5月

1）これと類似した方法で，山口県商工指導センターの中本恵喜氏が購入額を求めている

　（未公刊）。もとより，作業は互に独立に行なわれたものである。



　　　　　　　　　　　　消費者行動の地域連関分析　　　　　　　　　（4g）－4g一

　　　　　実施，52年3月刊』

　　S……山口県『山口県の商業一昭和51年商業統計調査結果報告書』

より求め，表3に示したとおりである。

表3　消費者行動の地域連関係数と販売額（飲食料品）（51年）

大　　島　　郡　　　買手

売手 久賀町 大島町 東和町 橘　町

他　の

山口県
県　外

販売額
（万円）

久賀町 ．967 ．017 ．087 ．042 0 0
■

　105，506

大島町 0 ．876 0 ．002 0 0 102，939

大

島郡

東和町 0 0 ．835 0 0 0 96，157

橘　町 0 ．011 ．025 ．929 0 0 74，210

他の山口県 ．028 ．090 ．040 ．020 ．990　　1 0 22，945，101

県　外 ．005 ．006 ．013 ．007 ．010 1，000

計 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000

左の太枠…A，右の太枠…S

これより，Aレiは次のようになる。

A－1＝ 1．0341　　　　　－0．0195

　0　　　　　　1．1416

　0　　　　　　0

　0　　　　　　　　－0．0135

－ 0．0292　　　　－0．1030

したがって，購入額Eは，

一 〇．1064

　0
　1．1976

－ 0．0322

－ 0．0447

一
〇．0467　　　　　　0

－
0．0025　　　　　　0

　0　　　　　0

　1．0765　　　0

－ 0．0202　　　　1．0101

　　　E＝A－iS＝（93407，　117338，　115158，　75394，　23157492）

として求められ，連関表は表4に示す如く作成される。
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表4　消費者行動の地域連関表（飲食料品）（51年） （万円）

大　　　島　　　郡
県外

販売　額

　　計

　　　買手

売手 久賀町 大島町 東和町 橘L町
他の山口県

久賀町 90，325 1，995 10，019 3，167 0 0 105，506

大島町 0 102，788 0 ’

　151 0 0 102，939
大
　島　郡

東和町 0 0 96，157 0 0 0 96，157

橘　町 0 1，291 2，879 70，040 0 0 74，210

他の山口県 2，615 10，560 4，606 1，508 22，925，812 0 22，945，101

県　外 467 704 1，497 528 231，680 α α＋　234，876

購入額　計 93，407 117，338 115，158 75，394 23，157，492 α α＋23，558，789

太枠…E

　このように連関表が作成されるなら，これは種々の分析に利用することが

できる。その1例を表5に示した。

　販売倍率はその地域の小売店が同地域の常住者の購入額の何倍の販売をな

したかを示している。地域によって大きな差がみられる。同様に1人当り購

入額や購入・所得比も地域によって違いが大きい。

　また販売額と地元販売額の差は地元以外からの購買力の流入であり，他方，

購入額と地元購入額の差は購買力の流出であるが，これらも同様に求めうる。

さらに流入率と流出率の差は，その地域の小売店の一種の魅力度を表わすも

のであり，しかも周囲の地域との関連における，その地域の魅力度であるか

ら，これは相対的魅力度ということができよう。

　さらに，小売支配人口は，その地域の購買力に換算する場合と換算しない

場合とでは，絶対数が違うだけでなく，各地域のあいだの順位も変化するこ

とがある。換算する場合としない場合を比べて，どちらがその地域の小売業

の実力を示す指標として適切であるかは一概に断定しえないが，地域の特殊

性を加味する点では換算する方が適切であろう。

　以上の指標は，「消費者行動の地域連関表」を作成したために導出すること

が可能となったものである。



消費者行動の地域連関分析 （51）－51一

密

邑

露

）

聖

s
侭

●

く

ゆ

週珊

器く田 継訳訳 一く　訳

圃
　　畑

筐屋2筐響響±磐o　　o　　㊤　　eつり　　o　　◎Q　㊤α≧（聖『『ゆ　　LΩ　　oり　トr㊤　　㊤　　一　　㊤一一H『『　　H

　　　？o卜卜。うH－　06尋6高　這　6自一9H零9

　　　讐

　壷
：警：：：o　　o肖鐙　§

ミ陰　r

蕊8　－『寮

咲
ロヨ

σ｝　oう　しΩ　　しΩ

QO　－　　Lo　　oう
鴨σ三触触oO　oつ　「寸　　ぐつゆ　　○く1　㊤　　o

晩般喩【息ぐつ　oつ　F→　P→cq　c9　　　　σ》　　円

　　　8　　　晩

甕藁賑§　一　　　一

　8r器r　rr8錫゜　－丁　震

鵠§：喩　9一

咲
ロ

ヨ
e摯

○＜1　7－→　u『）　⊂h

σ｝　o　　①　　L⇔
讐’一ま「瓢e旦ト　　しΩ　　o　　卜噛u5　寸　　oう　①

唱σ≧喩σ≧cつ　　c＼コ　F司　1＞●σq　（N　　　　◎◎　　剛

　　　等r門鐙r霧門①　　uう　ζ＼コ　ζ＼コ　　甲一噌　①①一目目　鴨①　　　一
　目
：紮鎗①σ≧　　　　　　r　園

等婁：晩　9一

蛍　輕 寸　　o　　o　　oう
◎㌧　一　　①　　しQ
般（ミト：『しΩ　「寸　　◎◎　Nト　　ト。　　　　N　　QO 　　　①島詫霧塞鍵島①　　　　　く♪　　　　　00　　く♪

r§喚　門雲ま巨ゆ　ト　1 塁塞寸　　　uう

蛍黒桜 αQ　卜噛　り　　cつ
ピ♪　LO　　Fく　cq1一い一二翰翰し○　　㊤　　oO　・寸ド司　σ》　　　　σ｝洲　　　　　　　　ト

　　　oO霧霧露寒實霧OQ　F→　①　　F→　　㊤　　　G◎ 鴨邑r　r捻器ま゜　頸ア 豊匿＾　o　　　卜●

蛍
岨
叙

QQ　①　　O　　㊤
cつ　cつ　　c、q　Oq
翰σ≧晩㏄≧トー　○く1　0　　r寸7咽　O　　F→　〇－H　　触　　一

　　　◎oこ自基ま鵠こ◎〇　－　　F唯　　　　　①　　　oO　H

　◎○くrき9　ゆ　r　r　“　　　　　　　　　　　●

騙8　一　雲　9　－　　　　　　　1

琴塞㊤　　　qつ

蛍無ぺ ト　　㊤　　◎○　寸
O　　く：》　C刈　ト
梅晩Fま鐙Oう　LO　　㊤　　寸①　　O　　　　　◎Q　F→　　　　㊤ rr璽qr　ζ　r

曽雪コ雪　璽　曽F→　　　　一　　　　　　㊤　　　一

昏§r　r門ま6　菖　゜°　コ　①

暮～　晩
r　雪ト　　　ー

崎（ろ葭麟

　葭葭　　6騎蔽誘雲ひ）ll　ll【q　目　（｝　6s　δ

　：：甫（の
こξLq　ll（つ

の

　　：：
　鴇（の
　ひ）　1

　　崎
こ　ll　　Il

　ミ　　ミ

崎　ミ

　Lぺ

6箪葭
炉δ◎

騨騒ロ嘩
　　養・＜恨

　　・く

盤騒・く哩

讐籍騒≦≦毒襲 辮騨辮　辮　遡
，＜K　　　　　・R
盤聾K蝶1尺1尺　　　　　較翼翌　爆　無…駆

口　憐一く　［ユ

纐恨　撫！　　　　　！マ　　Lマ

●N

ゴ

く

ロ

ヨ

睡

侭

Q

ロ

ヨ

b
の



一
52－一（52） 第30巻　第1・2号

（ハ）　ケース・スタディ（その2一小売商品合計）

同様の分析を小売商品合計について行なった結果は次のとおりである。

表6　消費者行動の地域連関係数と販売額（小売商品合計）（51年）

大　　島　　郡 販売額
（万円）

　　　買手

売手 久賀町 大島町 東和町 橘　町

他　の

山口県
県　外

久賀町 ．846 ．019 ．113 ．058 0 0 273，488

大島町 0 ．720 0 ．003 0 0 268，408
大
　島　郡

東和町 0 0 ．678 0 0 0 211，055

橘　町 0 ．Ol9 ．049 ．826 0 0 224，016

他の山口県 ．128 ．216 ．098 ．084 ．990 0 79，032，445

県　外 ．026 ．026 ．062 ．029 ．010 1，000

國

L 計 1…i1・… 1，000 ・・・・・・・…【1・…｝i

左の太枠…A，右の太枠…S

A－i＝ 　1．1820

　　0

　　0

　　0

－ 0．1528

一 〇．0290

　1．3890

　　0

－ 0．0320

－ 0．2966

一 〇．1910

　0．0004

　1．4749

－ 0．0875

－ 0．1140

表7　消費者行動の地域連関表（小売商品合計）（51年）

一 〇．0829

－ 0．0050

　　0

　1．2108

－ 0．0909

　0

　0

　0

　0

1．0101

（万円）

大　　　島　　　郡 販　売　額

　　計

　　　買手

売手 久賀町 大島町 東和町 橘　町
他の山口県 県外

久賀町 217，087 7，064 35，175 14，1奪2 0 0 273，488

大島町 0 267，675 0 733 0 0 268，408
大
　島　郡

東和町 0 0 211，055 0 0 0 211，055

橘　町 0 7，064 15，252 201，700 0 0 224，016

他の山口県 32，844 80，305 30，506 20，511 78，868，279 0 79，032，445

県　外 6，672 9，666 19，297 7，081 796，649 α α＋　839，365

購買額　計 256，603 371，774 311，285 244，187 79，664，928 α α＋80，848，777

太枠…E
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　ここで，表6において，小売商品全体についての連関係数砺は次のように

して求めた。

　　ai」　＝Σz〃。協

　　　　r
　　協　　…r品目についての「消費者行動の地域連関係数」

　　Wr　…消費支出にしめるr品目の割合

すなわち，『買物動向調査』に示されている各品目毎の協を『家計調査』か

ら得られる消費割合Wrでウエート付けし，その加重平均として，小売商品合

計の連関係数を導出した。具体的には，ウエートWrは，『昭和51年家計調査

年報』第14表（全世帯平均）より，上述の『山口県買物動向調査報告書』の

調査対象品目を選び出し，その対象品目に対する支出総額にしめる各品目の

割合として求めた。その結果は表9のとおりである。

　なお，「贈答品」にっいては次のようにして求めた。まず，『家計調査』の

用途分類（中分類）より交際費を算出し（『51年家計調査年報』441頁参照），

　　　　　　　　　　　　　　　　これを『買物動向調査』の調査対象品

表9　ウェート（％）　　　　　　　目の支出額に応じてその品目に比例配

　　　　　　　　　　　　　　　　分し，これを贈答用に用いられたもの

　　　　　　　　　　　　　　　　とみなす。「贈答品」に対する支出はこ

　　　　　　　　　　　　　　　　れら贈答用に用いられた品目に対する

　　　　　　　　　　　　　　　支出の合計であり，他方，「飲食料品」

　　　　　　　　　　　　　　　　等各品目に対する支出は，品目分類よ

　　　　　　　　　　　　　　　　り求めた各品目への支出から，いま求

　　　　　　　　　　　　　　　　めた贈答用の支出を差し引いて求めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　表7・表8についても，さきの表4

　　　　　　　　　　　　　　　　・表5と同様の分析が可能であるが，

　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは割愛する。

飲　　食　　料　　品 54．80

肌　着・下着類 4．20

紳　士服・婦人服類 7．28

呉服・反物・ふとん類 3．99

靴・カ　バ　ン　類 1．49

装身具・メガネ
時　　計・貴金属

2．29

荒　物・台所用品 2．87

医　薬・化　粧　品 3．97

家　具・ベ　ッ　ド 2．02

電　　気　　器　　具 3．44

文　　　化　　　品 8．41

贈　　　答　　　品 5．24

計 100．00
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4　消費者行動の地域連関分析（その2一買物動向調査と家計調査・

　所得統計の結合）

　さきに第2節でのべたように，『買物動向調査』より「消費者行動の地域連

関係数」Aが得られるので，もし何らかの方法で各地域に常住する消費者の消

費総額Eが求められるなら，直ちに地域連関表を作成することができる。そ

こで，消費総額Eを求めるために『家計調査』と『所得統計』を利用しよう

というのが本節のねらいである。

　E，i地域の消費者の購入総額

　Y，i地域の（個人）所得

　P，i地域の人口（または世帯数）

　S∫i地域の小売店の販売総額

　　　　　　　　　　　ゼロ　添字iは地域（市町村），0はそれら地域を含むより広域の地域（県）を示

すものとする。記号を以上のように定めると，購入総額E，は次のように表わ

される。

恥（E∫Y，）（差）P，

一
（盈）（芸繕）（器）P，

（1）

（2）

　さらに，広域の地域についてはE。≒S。とみなしうるとすれば，（2）は次の

ようになる。

　　E，一㈲（E、／yliE。／Y。）（器）P・　　　　　（3）

（1）は，消費総額Eiを（一種の）消費性向（E，／Y，），1人あたり所得（Y，／P，），

および人口P，より求めようとするものである。（2）は同じく消費総額E，を，

消費性向の県平均からの格差，1人あたり所得の県平均からの格差，県民1

人あたり消費額，および人口から求めようとしている。（3）は，（2）のうち1人

あたり消費額を1人あたり販売額で代用したものである。
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　人口と1人あたり所得にっいてのデータは比較的容易に入手しうるので，

問題は（一種の）消費性向（E，／Y，），または，その県平均からの格差（E，／Y，）／

（E。／Y。）をいかにして求めるかである。（E，／Y，）は地域差が大きいと予想

されるが（たとえば表8参照），その原因は次のように分解して把えることが

できる。

鼻（E，B，）㈲（轟）（笠）　　　　　（4）

　　ただし，Yid可処分所得

　　　　　　C，家計消費支出

　　　　　　B，家計消費支出のうち現金支出

　この式の右辺のカッコ内の値を直接把握することは，少なくとも市町村レ

ベルでは，望みえない。しかし，これらの値はその地域の特性に応じてある

値をとると考えられるので，各地域がどんな特性をもつかを知ることによっ

て，その地域についての値を推計することができるであろう。その特性とし

て重要な点は，所得水準，農家非農家比率，農家経済地帯（農林省『農家生

計費統計』参照）である。これらの特性によって（4）式の右辺にはちがいがみ

られる。たとえぼ，家計消費支出にしめる現金支出の割合（B，／C，）は表10に

示すように特性によって違いがある。

　このように，（E，／｝つが地域によって異なることは明らかであるが，特定

の地域のそれを実際に推計するには資料の整備が不十分であり，なお検討の

余地がある。

　そこで，ここでは1次接近として，（Ei／Y，）のちがいを無視して（すなわ

ち，（3）式において，E、／Y，＝E。／Y。として）山口県内56市町村についてE，を

求めた。このE，を利用して，前節と同様に，地元購入額，流入率，流出率，

相対的魅力度を求めて，表11に示した。なお表11は相対的魅力度の高い順に

並べられている。

　この表は（E，／Y，）の相違を無視しているので単なる1次接近にすぎない

が，それでも相対的魅力度の指標は1つの興味ある結果を示している。
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　相対的魅力度は，前節でのべたように，地域の小売店が地域外の消費者を

引きっける程度と，地域の消費者が地域外の小売店に引き抜かれる程度の差

である。地域の小売店がそれ自身魅力があっても，隣の地域の小売店にもっ

と魅力があれば，消費者からみるとこの地域の小売店の魅力は相対的に小さ

く映る。相対的魅力度はこの事情を反映している。

　ちなみに，長門市と光市を比べた場合，それぞれを孤立させて比較すれば，

小売店数でみると長門市591店，光市778店であるから，光市の方が充実して

いるであろう。事実，流入率は光市29．6，長門市25．3であり，光市の方が大き

い。けれども，長門市の近くにはより魅力的な都市がないのに対して，光市

の近くには徳山市のような魅力的な都市があるので，流出率は光市の方が高

い。それゆえ，各々の地域を孤立したものとしてではなく，周囲の地域との

関連でとらえた相対的魅力度では光市は長門市より小さくなる。

表10　消費支出にしめる現金支出の割合（％）

食

所
得

家計調

第1分位階級

第V分位階級

92．0

88．1

料

費

水
準
別

査
世
帯

年間収入100万円未満

年間収入600万円以上

91．3

86．4

支
農非 家計調査の全世帯 89．8

出 家農・家

家計調査の勤労者世帯 90．0

別 農家経済調査の農家 74．4

米
類へ

漿響
都市近郊

平地農村

13．5

8．9

の
支
出

幕別

山

農山村
　　　村

11．4

15．6

隻 漿 都市近郊 76．4

粉 経 平地農村 82．4

へ 済
の 地 農山村 89．3
支 帯
出 別 山 村 94．1

『51年家計調査年報』第1表・第8表，
統計』（8）表より作成。

『51年度農家生活費
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もとより，このようにしてEが求められれば，

S，」＝砺Eゴ

として地域別購入額が得られるので，県内56市町村にっいての「消費者行動

の地域連関表」を作成することは容易ではあるが，ここでは割愛する。

5　むすび

（1）以上の分析はまだ検討の余地を残している。第3節で示した方法につ

いては，さらに多くの地域についてケース・スタディを積み重ねることに

よって，有用性を確めることが必要であり，第4節の方法は（E，／｝つを推計

する実際的な方法を見い出さねばならない。にもかかわらず，地域の消費購

入額を推計し，それによって消費者行動の地域連関を把握する具体的な方法

を示すという点で一定の意義を有するものと思われる。

（2）以上の作業の難しさの1つの原因は，各種資料の結合にさいして，（品

目）分類が不統一なことである。それぞれの資料が特有の調査目的と歴史を

もっている点は尊重されなくてはならないが，それを認めたうえでなお（品

目）分類を比較可能にする余地が多く残されている。『家計調査』『農家経済

調査』『買物動向調査』『商業調査（小売業）』は，いずれも消費者行動（これ

だけではないが少なくとも消費者行動）のある側面をとらえるという点で共

通点をもっているのであるから，調査にさいして互に比較可能・結合可能に

する努力が払われることが望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1979．9．29）


